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様式第２号 

発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

事務局 

１ 開会 

 

 社会教育課長の司会により開会した。 

 

２ 教育長あいさつ 

年度末になりましたが、教育委員会の仕事におきましては、順調に運営され

ているところです。前回の会議に引き続きまして、今回の会議で議論の中身を

詰めていただきたいと考えています。 

さて、教育基本法で生涯学習の定義は、「国民一人一人が、自己の人格を磨 

き、豊かな人生を送ることができるよう、その生涯にわたって、あらゆる機会

に、あらゆる場所において学習することができ、その成果を適切に生かすこと

のできる社会の実現が図られなければならない。」とされています。 

私はこの生涯学習の理念を実現させるには、社会教育の果たす役割は大変大

きいと考えています。そして、社会教育の学びの館の最前線として、公民館活

動があります。社会教育では、個人の要望に応じた学び及び社会の要請に応え

る学びが位置付けられています。震災以降、地域の絆を担う自治会の活性化が

必要であるという理由で、加入促進に向けた条例等を議論・準備しているとこ

ろです。所沢市におきましては、各地区の公民館を中心に社会教育活動が展開

されてきましたが、さらに充実していくように、全市的な観点でご意見くださ

いますよう、本日はどうぞ宜しくお願いします。 

 

（事務局より配布資料の確認） 

 

３ 議事 

 公民館事業運営について 

（１）地域情報の収集・提供（公民館だより）  

 

委員長に議事進行をお願いした。 

 

それでは、前回に引き続き「公民館事業運営について」、皆さんからご意見

をいただきたいと思います。 

まずは前回の３つ目の課題である「地域情報の収集と提供」について、事務

局から説明をお願いします。 

公民館に来館できない人に対して、地域情報を提供することは公民館の大事



- 2 - 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

課長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課長 

 

 

委員長 

委員 

 

館長 

 

委員 

 

 

な役割であると思います。公民館に来館しなくても、「公民館だより」などで

地域情報を入手でき、「公民館があって良かった」と認識していただけるよう

なご意見、またこんな方法で情報提供してはどうか、こんな情報を知りたいと

聞いたことがあるなど、特に情報収集や情報提供に関する意見交換や議論をし

ていただければと思います。 

事務局から説明がありました。地域情報の共有方法などについて、いかがで

しょうか、皆さんのご意見をお願いします。 

地域包括支援センターが中心となって、お年寄りのための宅配サービスや足

の不自由な方に自宅まで来てくれて整髪してくれる床屋の情報などが載って

いる冊子を作成し、６５歳以上の方に配布すると聞いています。こうした情報

を社会教育課は知っていますか。 

社会教育課では、特に把握していません。社会教育課に直接依頼されていま

せんが、こうした情報は広報や自治会の回覧等に依頼されているかもしれませ

ん。 

先日、市から生活ネットワークを作りたいので、各町内会に協力してほしい

との依頼を受けました。そのときに町内会に協力してほしいのであれば、その

前に長生会や小学校愛校会などに話をしましたか、と確認したところ、他の団

体には話をしていませんでした。ネットワークという団体間の繋がりをつくる

には、一度各団体が集まって会議をしないと、横の繋がりであるネットワーク

はできないと考えます。 

また、公民館を利用して感じるのは、とにかくチラシが多いと感じるので、

もっとチラシを整理した方がいいと思います。たとえば、季節ごとにチラシを

整理したり、サークル活動の案内であれば、１つの冊子にまとめたりした方が

いいと思います。あまりにチラシが多いので、町内の人がチラシの情報をうま

く得られているか、心配しています。 

ご指摘のとおり、公民館にあるいろいろな情報を分かりやすく、市民にお知

らせするのが、本日のテーマであると思いますので、皆様からご意見いただけ

ればと思います。 

他にありますか。 

市民にいつでも公民館サークルを紹介できるサークル案内を作成している

公民館はありますか。 

並木公民館では、活動の分野別に整理したサークル一覧を作成し、興味のあ

る方にサークルを紹介しています。 

お年寄りでも簡単に使えるタッチパネルで、所沢市の情報を提供できないか

と思っています。たとえば、公民館であればサークルが分野別に出てきて検索

できるのはどうでしょうか。そうすれば紙が必要なくなるので、チラシが要ら
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委員長 

課長 

 

 

 

 

委員 
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委員長 

館長 

 

 

 

 

 

委員 

 

なくなると思います。 

こうしたシステムを構築することは、予算の関係で難しいと思いますが、公

民館を中心にタッチパネルで地域の情報が得られるシステムを構築してほし

い。 

公民館でこうしたシステムができると理想ですが、どうでしょうか。 

タッチパネルは、高齢者に利用しやすいだけでなく、紙が必要なくなるとい

う提案であると理解しました。また、防犯などこれまで公民館だよりに掲載し

ていなかった情報や高齢化の中でどんな情報をどんな形で掲載するかなど、こ

れからの課題であると考えますので、いろいろなご提案をいただければと思い

ます。 

前回の議事録で山口まちづくり推進協議会の広報委員会が、公民館だよりの

編集会議と統合されて「さわやか」を発行しているとの話がありました。まち

づくり推進協議会であれば、防犯の情報を掲載しやすいと思います。情報とし

ては、公民館的な情報、暮らしの情報、市からの伝達事項などがあるので、掲

載内容を決める月１回の編集会議が大事ではないかと思います。改めてもう少

し詳しく説明していただけますか。 

山口まちづくり推進協議会の広報委員会で「さわやか」を発行し、防犯につ

いても掲載しています。この「さわやか」は山口地区全域の広報になりますの

で、各部会の報告のほかに、今回は成人のつどいについて掲載しています。月

１回の編集会議については、私は直接係わっていないため、公民館長から説明

していただきたい。 

また、山口まちづくり推進協議会は、答申にある地域ネットワークの構築に

沿って行っているので、望ましいことであると思っています。しかし、協議会

の部会員とまちづくりセンター職員は、悩み多いところで活動や仕事をしてい

るのではないかと思います。 

なお、機能していない公民館企画運営委員会をどうしていくのか、今後の課

題であると思います。 

山口公民館長、補足はありますか。 

広報委員会のメンバーは、山口まちづくり推進協議会の各部会から１名ずつ

と公民館長とコミュニティ推進担当で、毎月１回編集会議を開催しています。

記事については、まちづくり推進協議会の行事をメインとし、以前の公民館だ

より「やまびこ」の内容をコンパクトにして掲載しています。他の記事として、

地域の要望や各部会で係わりの深い内容など、地域の方にお知らせすべきもの

を掲載しています。 

地域の身の回りの情報も記事に反映されていますか。それとも公的な行政情

報の伝達に重きが置かれていますか。 
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館長 

 

 

委員 
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委員 

 

 

 

 

 

 

地域の身の回り情報は掲載していませんが、各団体からこういう事業がある

ので、取材に来てもらえませんかという話があれば、編集委員が取材していま

す。 

市民委員が地域を取材して、たとえば人目につかない文化財の写真を掲載し

たり、話題になった県大会で活躍した野球チームを掲載したり、市民目線の記

事を掲載すると広報紙を読んでもらえると思います。長く読まれる広報紙とは

何かを考えていくことは、長期的な見通しの中では、必要なことであり、また

期待されることです。 

 山口まちづくり推進協議会の広報紙「さわやか」は、写真も多くレイアウト

も工夫されており、以前の公民館広報紙「やまびこ」よりも読者の目線に立っ

ていると感じます。 

三ヶ島まちづくり推進協議会では、広報紙ができあがったところで、これか

ら配るところです。内容としては、協議会に属する団体の１年間の活動報告に

なっています。 

吾妻地区では、広報紙にいろいろな情報を掲載しています。たとえば、地域

に関するクイズや地域情報を掲載しています。この広報紙について、吾妻公民

館長から補足をお願いします。 

これまでの吾妻公民館の広報紙では、公民館のイベント、文化祭、体育祭な

どを掲載していましたが、平成２３年度から吾妻まちづくりセンターになった

ので、もっと広報紙を見てもらうにはどうしたらいいのか検討しました。この

結果、平成２４年度では自分が住んでいる吾妻地区は、昔はこんなところだっ

たのかと興味をもってもらうために、クイズを取り入れた紙面にしていまし

た。  

平成２５年度は、現在の吾妻地区を学んでもらう紙面づくりをしています。

これまで吾妻まちづくりセンターや地区内の小・中学校を紹介しました。今後

は地区内にある幼稚園・保育園、福祉施設、寺社仏閣、避難所、自然保護地区、

医療機関などを紙面で紹介していこうと考えています。まちづくり推進協議会

がないため、公民館職員が直接取材し、編集・発行しています。 

中央地区の広報紙はどうでしょうか。 

１３町内会からなる中央地区公民館連絡協議会では、広報紙の編集委員を４

人選出し、地区公民館のハイキング、新年会などの事業を掲載しています。他

の記事としては、成人式、文化講演会、視察研修、文化発表会などがあります。

この広報紙発行には、各地区の商店から協賛金をいただき、印刷費としていま

す。広報紙は町内で回覧し、それぞれの地区公民館の活動を知ることで、各地

区の刺激になっていると思います。 
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（２）公民館職員の役割と専門性について 

 それでは、新たな課題として「公民館職員の役割と専門性について」ですが、

事務局から説明をお願いします。 

今回、新たな課題として「公民館職員の役割と専門性」について、委員の皆

さんに議論をお願いします。平成２２年の公民館運営審議会の答申に、地域活

動の拠点としての職員の役割と専門性について「会議をすすめる力、組織を運

営する力、地域活動の相談に乗り、団体間をコーディネートする力も必要にな

ってくる。地域活動のための学習情報の提供と学習相談事業の整備が期待され

ていることから、新しいメディアを活用する力、地域のニーズをとらえ、住民

と協働で事業を企画し運営できる高度なコミュニケーション能力をもつこと

が大事」とあります。それらを踏まえまして、まちづくりセンターの一員とな

った今、公民館職員に求められていることなど、改めてご意見をいただければ

と思います。 

事務局から「公民館職員の役割と専門性」に関する説明をいただきました。 

皆さんも日頃から公民館職員と接していますが、感じていることなど、ご意見

をお願いします。 

まちづくりセンターが発足して、４年目に入ろうとしています。組織・名称

が変わっても、公民館の役割と活動については、地域の方はある程度理解して

いると思います。しかしながら、年度ごとにサークル・団体登録の更新手続き、

公民館利用の申請について、代表者以外はよく分かっていないと思うので、簡

単に手続きできるように、また分かりやすくしてほしい。 

公民館ではいろいろな人が利用し、いろいろな使い方があります。使いやす

い公民館を研究したいと思いますので、どんな風に使えたらいいかも含めてご

意見をお願いします。 

公民館からまちづくりセンターに変わって、委員の皆さんからみて公民館職

員の働きに違いを感じますか。また公民館職員は、どんな戸惑い・悩みがあり

ますか。 

具体的に公民館にどのような専門的な相談があるのか。運営に関する相談な

のか、設備的な相談なのか、具体的に教えてもらいたい。 

今の委員からの質問の趣旨は、公民館からまちづくりセンターに組織が変わ

ったことで、職員にどのような変化があったのか。また公民館としてまちづく

りをどうしていきたいのか、という趣旨だと理解しています。まちづくりセン

ターと名称を変えても、新所沢東まちづくりセンターでは実質何も変わってい

ません。平成２５年度になって初めてネットワークをどうしてくださいとか話

がありました。厳しい言い方かもしれませんが、名称の変更だけで実際に３年

間館長達はどうしてきたのか、委員さんは聞きたいと思います。 
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今の話について、他の委員さんはどうなのか、お聞かせいただきたい。 

山口まちづくりセンターの話になりますが、まちづくりセンターとして、３

つのグループになり、この３年間職員は悩み・苦労していると思いますが、つ

つがなく運営されていると思います。平成２２年度の答申にあるように、職員

の専門性については、社会教育主事講習に派遣することだと思います。   

まちづくりセンターにコミュニティ推進部門ができたので、職員の意識改革

として、全職員にコミュニティ推進を意識させられたらいいのではないでしょ

うか。 

３月５日に２９団体からなる松井まちづくり推進協議会準備会を開催しま

した。役員人事など総会で承認されたので、７月初めに協議会が発足する予定

です。協議会はコミュニティ推進という大きな目標に向かって進みますが、役

員間では既存行事の他に新しい負担があったらどうなるのかと、心配する声が

出ています。会議では理想の話をしますが、実際に行うのは役員ですので、理

想と現実の壁があります。時間がかかるかもしれませんが、目先のことをコツ

コツやっていくことの積み重ねで、コミュニティが醸成されるのではないかと

考えています。そうした考えで、私は協議会の中で係わりを持っていこうと思

っています。協議会の会議では、例えば防犯の団体であればどういう要望があ

るのか、要望を地域でどこまで手伝ってほしいか、各団体が出し合って協議会

を進めることがいいのではないかと考えています。  

また、各団体は一生懸命活動していますが、人間関係が希薄になったと感じ

ています。 

公民館と出張所を統合し、まちづくりセンターとしたことで、コミュニティ

推進担当の業務が公民館業務と重複するようになりました。このため、公民館

担当職員の仕事が増したのではないかと思っています。 

その結果、社会教育が希薄化し、公民館が貸館業務に走らなければいいと思

います。 

他にご意見ありますか。 

欠席の委員から、公民館職員の役割と専門性について、文書でご意見をいた

だいていますので、紹介させていただきます。 

『平成２２年の答申にあるように私も「公民館職員には、高度なコミュニケ

ーション能力を持つことが大事である」と思います。 

また、若い共働き世帯が多く、役員の引き受け手がないなどの状況で、いつ、

どこで、どう関わりを持っていこうかという人達への「仕掛け」こそ、公民館

職員に大事である』とご意見くださっています。 

社会教育主事講習に職員を派遣することや、各館に社会教育主事を配置する

ことが望ましいと平成２２年度の答申で触れられていますが、どうなっている
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でしょうか。 

平成２２年の答申で、公民館に社会教育の専門職員が必要であるとされまし

た。社会教育課では、平成１５年度から社会教育主事講習に職員を派遣してい

ます。現在、公民館１２館のうち８名を配置しており、教育委員会としては全

館に社会教育主事を配置しようと考えています。公民館に社会教育主事を増や

し、公民館事業を充実する中で、先ほど委員さんからご意見があったように「公

民館が貸館業務にならない」ように、希薄化しないようにしていきたいと考え

ています。 

平成２２年の答申の専門部会委員であった委員さんいかがですか。 

社会教育主事の人数を増やすことは見えやすい、評価しやすいことでありま

す。しかし、平成２２年の答申にある高度なコミュニケーション能力や会議を

進める力は、なかなか点数を付けられない、見えづらい力、評価されづらい力

ではないかと思います。 

団体の悩みを聞いたり、横の繋がりをつくったり、どう公民館事業を展開す

るかは、そのプロセスを残さないと継承しづらいと思います。プロセスを記録

し、共有していくことは、公民館事業を継続的に進めていく上で必要であると

思います。 

平成２２年の答申に携わった他の委員さん、本日の意見を聞いていかがでし

ょうか。 

まちづくりセンターでは、公民館グループとコミュニティ推進グループで業

務を分けて行っていますが、公民館グループとコミュニティ推進グループが地

域づくりで重なり合う部分を公民館グループが行うことで、公民館グループの

負担が増えているのかと思います。 

山口まちづくり推進協議会の広報編集会議の話がありました。その編集会議

は、固有の公民館事業のプロセスとは少し異なる部分があるかもしれません。

しかし、異なる部分があっても、協働を広げていくプロセスに意義を見出すこ

とが大事であり、そこをプラスと考えるかマイナスと考えるか、まちづくりセ

ンターとして３年経ち、公民館職員の意識として大事な点であると思います。 

公民館では、住民一人ひとりが出番を持ち、やりたいこと・学びたいことを

見つけて、そこに寄り添うことが公民館だと思います。公民館の広報ではなく、

まちづくりセンターの広報になったとしても、編集委員さんがこの仕事は面白

いと思って、自らが提案したり、取材したりと動き出すならば、結局のところ

社会教育が編集活動の中で功を奏していると思います。住民をやる気にさせる

力こそが、公民館職員のそもそもの専門性ではないかと思います。 

なかなか理想は理想で現実の壁は厳しいのですが、まずは公民館職員はコミ

ュニティ推進担当とまちづくり推進協議会の方々と、地域の中で楽しんでやる
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ことを作るというコミュニケーション能力が必要であると思います。 

全国的に地縁団体は、人的な意味で限界がきていると思います。しかし、た

とえば町会長になるのは嫌だが、編集委員であればなってもいい、そうしたき

っかけを公民館職員がたくさん作ることで、新たな人材を見つけていくこと

は、地域との協働作業の中で可能であると思います。 

所沢市では、そうした「仕掛け」をつくる中で、住民が地域に参加する意欲

を新たに持ってもらう「枠組み」づくりに期待したいと思います。  

ところで、埼玉県富士見市で起きたベビーシッタ―の事件は、厚生労働省も

把握していなかったものでありました。この事件は、保育システムを蝕んでい

て、インターネットの出会い系と同じような恐ろしい問題であると思います。

もしも地域に顔の見えるベビーシッタ―の団体があれば、仮にタッチパネルで

アクセスするものであっても、顔が見えるから安心というのがあると思いま

す。子育てを地域で支えるという仕組みをつくらないといけないですし、７０

歳を過ぎた人が、役員の成り手がいないために町会長をしているという状況も

よくないと思います。これでは、地域は先に進んでいきません。 

地域の子育てが危機的な状態の中、新しい地域の担い手を発掘し、どんな場

面でも登場していただく、そうした地域になるように、目を凝らし、個別の細

かいことに目を光らせる、そうした地域に一歩踏み出せる職員を、公民館職員

の専門性だと考えたいと思います。  

何か質問などあれば、お願いします。 

質問ではないのですが、今、人材発掘と新しい担い手という話が出ましたが、

松井地区では既存の役員だけで新しい組織を決めるのでなく、公募で新しい役

員を選出できるという規約を入れました。皆さんに情報提供します。 

では続きまして、施設利用についてご意見いただけませんか。前回、交流の

場としてロビーや元事務室の利用などについてご意見が出されましたが、他に

発表の場として、発表の形などについてはいかがですか。 

公民館の文化祭に子ども達の作品を展示すれば、保護者も公民館に行くきっ

かけになると思います。また、学校単位、地区単位で公民館事業に参加すれば、

保護者が公民館事業に興味を持つきっかけになると思います。  

他に何かありませんか。 

今、公民館に子どもの作品展示のご提案がありましたが、昨年すべての公民

館の文化祭に行ってきましたが、俳句、生け花などに子どもの作品がたくさん

ありました。委員さんのご指摘が始まりつつあるという印象を持っています。 

山口地区では、文化祭に小・中学校の展示コーナーを持っています。また文

化祭のポスターも子ども達に制作してもらっています。２・３年前は小・中学

校の展示コーナーだけでは作品を展示しきれず、廊下に展示したことがありま
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した。子どもの作品が展示されていると、保護者は公民館に足を運んでくれる

と思います。 

中央地区の文化発表会でも子どもの作品を募集し、展示しています。昨年は

保護者と一緒に陶器をつくり、展示しました。 

他にご意見ありませんか。ご意見がなければ、これで議事を終了します。 

 

（４）その他 

 その他の議事はありますか。 

 特にございません。 

 本日はいろいろなご意見や提案を聞くことができました。是非とも公民館に

元気になっていただき、地域が元気になるためにも、いろいろな意見を伝え、

提案していきたいと思います。 

 それでは、これで議事はすべて終了します。 

 

４．報告事項 

（１）公民館研究集会および生涯学習フォーラムについて 

次に報告事項をお願いします。 

２月４日に入間地区公民館研究集会が三芳町コピスみよしで、「公民館よ、

どこへ行く～激動する入間地区公民館を展望する～」というテーマで開催さ

れ、当審議会から４名の方にご参加いただきました。 

 また、２月２０日に入間地区生涯学習フォーラムが所沢市立中央公民館で、

「生涯学習の現状と課題について～時代の変化に対応したこれからの生涯学

習の在り方～」というテーマで開催され、当審議会から５名の方にご参加いた

だきました。 

 せっかくですからご参加された委員さんから感想など伺えますか。 

 ２月４日に入間地区公民館研究集会が三芳町コピスみよしで開催されまし

た。講師には日本体育大学の上田幸夫教授が「公民館よ、どこへ行く～激動す

る入間地区公民館を展望する～」というテーマでご講演いただきました。三芳

町教育委員長のお話に「地域づくりの人材育成の場として、公民館は大事であ

る。しかし、ライフスタイルが変化し、公民館では指導者育成の課題が山積み

している。まちづくりの工程として、戦後の公民館ができた頃に戻って考えて

はどうか」との提案がありました。 

また、「各地で公民館がまちづくりセンターになったが、公民館が地域の拠

点になっているのか分からない状況である。公民館の数・名称が減っているだ

けでなく、今では公民館を利用しなくても遊べる場所があるので、公民館の存

在価値が薄れてきているのではないか」との話がありました。 
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また、川越市の大東公民館では、職員が「いらっしゃいませ」と利用者にあ

いさつするように訓練している。最初はなかなか「いらっしゃいませ」と言え

なかったが、だんだん自然に言えるようになってきた、との話がありました。 

 ２月２０日に開催された入間地区生涯学習フォーラムに参加された委員さ

ん、ご感想などいかがでしょうか。 

２月２０日に所沢市立中央公民館で入間地区生涯学習フォーラムが「生涯学

習の現状と課題について～時代の変化に対応したこれからの生涯学習のあり

方～」というテーマで開催されました。 

シンポジウムでは３人が発表しました。１人目は「解決型図書館をめざして」

というテーマで飯能市立図書館長の湯川さんが発表しました。飯能市は林業が

盛んのため、地元の檜と杉を使用した図書館を建設した、との話がありました。 

また、図書館の利用を通じ、人々や情報が「つながる図書館」を目指したい、

との話がありました。 

２人目は「スポーツ推進委員、これからの活動の現状と課題」というテーマ

で、入間地区スポーツ推進委員連絡協議会の西内さんが発表しました。スポー

ツ推進委員は、スポーツ基本法で定められた非常勤の特別職員であるとの説明

がありました。１３市町が特色ある地域スポーツの普及に努めており、様々な

ニュースポーツが開催されていることや、インディアカに関しては、全国優勝

などの実績を挙げている事例が報告されました。 

３人目は「入間地区市町社会教育委員研修会について」というテーマで、入

間地区社会教育協議会社会教育委員部会長の杉山さんが発表しました。 

報告事項は、以上です。 

何か質問はありますか。よろしいでしょうか。では、この辺で報告事項は終

了とします。 

議事と報告事項が終了しましたので、進行を事務局に戻します。 

 

内野委員長、議事進行ありがとうございました。 

 

６ 閉会  

以上をもちまして、第３回公民館運営協議会を終了とさせていただきます。

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 


